


促
進
し
て
い
き

ま
す
。

目
下
最
大
の

懸
案
で
あ
る
、

一
般
廃
棄
物
の

処
理
対
策
と
し

て
、
市
民
参
加

の
「
吉
野
川
市

ゴ
ミ
処
理
対
策

市
民
会
議
（
仮

称
）」
を
早
急

に
立
ち
上
げ
、

ご
み
の
収
集
、

リ
サ
イ
ク
ル
、

減
量
化
等
あ
ら

ゆ
る
面
か
ら
本
格
的
に
研
究
・
検
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私
が
吉
野
川
市
政
を
担
当
し
て

か
ら
１
年
７
カ
月
が
経
過
し
、
国

民
健
康
保
険
税
・
水
道
使
用
料
等

の
公
共
料
金
の
調
整
、
補
助
金
の

調
整
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
天
寿

６月８日の平成18年６月吉野川

市議会定例会開会日、川真田市長は、

平成18年度のこれまでの市政進捗
しんちょく

状況と今後の市政運営方針につい

て、その所信を表明し、市民の皆さ

んや市議会に理解と協力を求めまし

た。要旨は次のとおりです。

荘
」
の
民
間
委
託
、
市
立
川
島
中

学
校
の
校
舎
建
設
、
公
共
下
水
道

の
推
進
等
、
合
併
に
伴
う
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

市 政 の 窓

本
市
を
東

西
に
走
る
国

道
１
９
２
号

線
は
、
慢
性

的
な
交
通
渋

滞
が
発
生
し
、

特
に
朝
夕
の

通
勤
通
学
時

間
帯
に
は
著

し
く
交
通
機

能
が
低
下
し

ま
す
。
地
域

住
民
の
安
全

で
快
適
な
生

活
環
境
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
地

域
の
発
展
も
大
き
く
損
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
徳
島
市
、

石
井
町
に
呼
び
か
け
「
国
道
１
９

２
号
吉
野
川
市
・
徳
島
市
間
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」
を
５
月
２２
日

に
設
立
し
、
道
路
整
備
の
必
要
性

や
道
路
愛
護
心
の
育
成
を
め
ざ

し
、
本
市
の
交
通
基
盤
の
整
備
を

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

討
を
し
ま
す
。

ご
み
を
め
ぐ
る
市
の
役
割
、
市

民
の
役
割
、
事
業
者
の
役
割
を
明

確
に
し
、
積
極
的
に
行
動
に
移
し

て
い
く
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
風
水

害
、
近
い
将
来
か
な
り
の
確
率
で

起
こ
る
と
さ
れ
る
南
海
・
東
南
海

地
震
な
ど
市
民
生
活
を
脅
か
す
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
に
対
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
「
安
心
で

き
る
ま
ち
」
を
築
い
て
い
く
こ
と

は
、
行
政
の
第
一
の
責
務
と
考
え

て
い
ま
す
。



そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年

来
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
、
さ
ら
に
地
域
に
入
っ
て

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
へ
の

緊
急
対
策
用
備
品
の
貸
与
、
防
災

訓
練
の
指
導
等
を
行
う
指
導
員
の

配
置
や
、
防
災
マ
ッ
プ
を
使
用
し

た
市
内
各
地
で
の
防
災
説
明
会
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
図
上

訓
練
や
実
働
訓
練
を
含
め
、
風
水

害
対
策
、
さ
ら
に
南
海
・
東
南
海

地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
、
学
校
施
設
等

の
耐
震
化
優
先
度
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
個
別
事
業
の

緊
急
度
等
を
内
容
と
し
た

耐
震
化
推
進
計
画
を
策
定

し
、
耐
震
補
強
、
改
築
そ

の
他
の
耐
震
に
係
る
施
策

に
順
次
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
児
童
・
生
徒

を
事
故
・
犯
罪
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
、
吉
野
川
市

と
し
て
も
、「
地
域
ぐ
る

み
の
学
校
安
全
体
制
整
備

事
業
」
と
し
て
地
域
社
会

全
体
で
学
校
安
全
に
取
り

組
む
体
制
を
整
備
し
促
進

し
ま
す
。
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従
来
か
ら
吉
野
川
市
独
自
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、
吉
野
川

市
長
と
し
て
県
に
提
案
を
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
拡
大
を
図
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
こ
れ
に

対
応
し
つ
つ
、
さ
ら
に
助
成
対
象

の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
な
ど
の

独
自
措
置
を
組
み
合
わ
せ
て
制
度

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本
市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」（
仮
称
）
の
制
定
を

め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」（
仮

称
）
を
設
置
し
、
市
民
の
意
識
や

生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
基
盤
の
確
立

初
め
て
通
年
の
予
算
編
成

を
行
っ
た
平
成
１７
年
度
予
算

は
、
現
在
決
算
作
業
に
入
っ

て
い
ま
す
。
経
費
の
削
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
合
併
補

助
金
や
合
併
特
例
債
な
ど
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
若

干
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
は
、
国

全
体
の
地
方
財
政
計
画
が
圧

縮
さ
れ
る
中
で
、
少
子
高
齢

化
対
策
や
老
朽
公
共
施
設
の

更
新
、
一
般
廃
棄
物
処
理
を

中
心
と
す
る
環
境
対
策
な
ど
、

早
急
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
課

題
が
山
積
し
、
ま
す
ま
す
難

し
い
見
通
し
の
も
と
に
あ
り
ま

す
。現

在
は
旧
町
村
の
庁
舎
を
有
効

活
用
し
て
分
庁
舎
方
式
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
非
効
率
な
面
も
あ
り
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
に
支
障
を
来
し

て
い
ま
す
。
近
く
「
吉
野
川
市
庁

舎
の
あ
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営

実
態
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
行
い
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

を
可
能
と
す
る
体
制
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て

不
可
避
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
末
に
集
約
し
た
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
各
部
局
に
お
い
て
進
捗

を
管
理
し
、
私
を
ト
ッ
プ
と
す
る

推
進
本
部
で
確
認
し
た
後
、
外
部

有
識
者
で
構
成
す
る
「
行
財
政
改

革
懇
話
会
」
に
報
告
し
て
い
く
か

た
ち
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
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副
議
長
に
高
木
純
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

高
木
純
（
た
か
ぎ
・
じ
ゅ
ん
）

氏
＝
５１
歳
、
川
島
町
川
島

平
成
18
年
６
月
市
議
会
定
例

会
が
６
月
８
日
か
ら
27
日
ま
で

の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

市
長
が
提
案
し
た
31
議
案
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決

等
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

副
議
長
選
出

◆
庁
舎
検
討
特
別
委
員
会

◆
企
業
立
地
対
策
特
別
委
員
会

◆
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
な
ど

特
別
会
計
繰
越
計
算
書
４
件

平
成
１７
年
度
中
に
支
出
が
完
了

で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、

平
成
１８
年
度
に
繰
り
越
し
て
支
出

す
る
費
用
を
計
算
し
た
も
の
で

す
。

◆
吉
野
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
市
の
税
条
例
の
関
係
部

分
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１
９
３

億
６
０
７
３
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
５５
億
６

７
６
４
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１４
億
９

４
５
３
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１２
億
１

１
０
２
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
億
８
６
１
９
万
１
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
吉
野
川
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

県
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

改
正
に
伴
い
、
助
成
対
象
年
齢
が

６
歳
未
満
か
ら
７
歳
未
満
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制

限
を
設
け
な
い
点
は
従
来
ど
お
り

で
す
が
、
一
定
の
自
己
負
担
（
月

額
６
０
０
円
）
が
必
要
に
な
り
、

入
院
時
の
食
費
に
つ
い
て
も
、
支

給
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

◆
吉
野
川
市
重
度
心
身
障
害
者
等

に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

県
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ

か
ら
は
入
院
時
の
食
費
に
つ
い
て

は
、
支
給
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
母
子
家
庭
へ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
所
得

税
非
課
税
世
帯
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

と
な
る
ま
で
緩
和
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
・
県
の
制
度
改
正
に
伴
い
当

初
予
算
に
は
計
上
で
き
な
か
っ
た

事
業
予
算
や
、
当
初
予
算
成
立
後

急
き
ょ
予
算
が
必
要
と
な
っ
た
も

の
、
国
・
県
か
ら
の
内
示
が
遅
れ

た
も
の
に
限
定
し
た
予
算
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１
８
７

億
８
３
５
３
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。補

正
予
算
の
内
容
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業

１
２
１
８
万
１
０
０
０
円

○
市
道
整
備
事
業

５
０
５
２
万
７
０
０
０
円

○
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制

整
備
事
業

１
５
９
万
２
０
０
０
円

◆
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
５６
億
１

９
０
１
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３６
億
９

７
４
６
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１２
億
３

９
０
２
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入
５
億
８
９
０
０
万

円
、
収
益
的
支
出
５
億
５
５
８
６

万
７
０
０
０
円
ま
た
、
基
本
的
収

入
２
億
８
０
１
５
万
４
０
０
０

円
、
基
本
的
支
出
４
億
６
８
９
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
川
島
中
学
校
体
育
館
の
建
築
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

◇
川
島
中
学
校
物
品
購
入
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

議会だより

特
別
委
員
会
の
設
置

報
告

専
決
処
分
の
承
認

条
例

予
算

そ
の
他
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性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
輝

い
て
生
き
る
た
め
に
今
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
て
い
く
上
で
よ
く
使
わ
れ
る

用
語
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画

男
女
が
対
等
な
個
人
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
こ
と
。

●
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

活
動
に
参
画
す
る
機
会
の
男
女

間
の
格
差
を
改
善
す
る
た
め
、
男

女
の
い
ず
れ
か
一
方
に
対
し
積
極

的
に
優
遇
す
る
こ
と
。
一
定
数
の

女
性
を
管
理
職
に
任
用
す
る
目
標

値
を
定
め
る
政
策
は
そ
の
一
例
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー

長
い
歴
史
の
中
で
、
社
会
的
・

文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
男
女
の

差
。
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
と
い

っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。

●
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

女
性
が
自
ら
の
意
識
と
能
力
を

高
め
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文

化
的
に
力
を
持
っ
た
存
在
と
な
り

力
を
発
揮
す
る
こ
と
。

用
語
い
ろ
い
ろ

人
権
と
ぴ
っ
く
す

み
ん
な
で
取
り
組
む
人
権

学
習

―
牛
島
小
学
校
―

学
年
の
枠
を
超
え
た
二
つ
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
国
際
交
流
・
お
楽
し
み
会

吉
野
川
市
国
際
交
流
協
会
の
お

世
話
で
、
徳
島
県
在
住
の
外
国
人

と
本
校
の
児
童
が
交
流
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
韓
国
の
方
を
招
き
、

「
チ
ヂ
ミ
（
韓
国
風
お
好
み
焼
き
）」

や「
チ
ャ
プ
チ
ェ（
韓
国
風
春
雨
）」

を
一
緒
に
作
っ
て
食
べ
た
り
、
韓

国
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
料
理
も
お
い

し
か
っ
た
し
、
韓
国
の
こ
と
ば
も

た
く
さ
ん
覚
え
た
」
と
喜
び
、

「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
（
こ
ん
に

ち
は
）」
と
声
を
か
け
あ
う
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
外

国
の
文
化
や
食
文
化
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
に
よ
り
体
験
的
に
学
習
し
、

よ
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

◆
人
権
集
会

集
会
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
下

学
年
・
上
学
年
に
わ
け
て
人
権
集

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
生
活
の
中
の
人
権
問
題
」
を
テ

ー
マ
に
し
ま
し
た
。

下
学
年
（
１
〜
３
年
）
は
、

「
仲
の
い
い
二
人
の
友
だ
ち
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
演
劇
を
先
生
た
ち

が
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

演
劇
を
見
た
後
「
友
だ
ち
だ
れ
と

も
仲
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
問
題
点

に
絞
り
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
、

「
い
や
だ
っ
た
と
き
の
体
験
」
や

「
悲
し
い
思
い
を
し
た
と
き
の
経

験
」
の
発
言
が
あ
り
、「
友
だ
ち

に
そ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
思
い
が
、

み
ん
な
の
意
見
と
し
て
ま
と
ま
り

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）

℡
○22
２
２
２
９

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

問
い
合
わ
せ

先生たちの演劇を見る下学年の子どもたち

●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

性
的
嫌
が
ら
せ
の
こ
と
。
相
手

の
意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
で
、

相
手
に
不
利
益
を
与
え
る
、
不
快

感
・
嫌
悪
感
を
与
え
る
、
ま
た
、

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な

行
為
。
セ
ク
ハ
ラ
の
対
象
は
一
般

的
に
女
性
が
多
い
が
、
男
性
が
被

害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

●
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
、
身
体
的
、

心
理
的
も
し
く
は
性
的
な
虐
待
を

う
け
る
こ
と
。
私
的
な
場
で
の
暴

力
の
た
め
、
周
り
の
人
も
気
付
き

に
く
い
。
大
多
数
は
男
性
か
ら
女

性
に
向
か
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
。「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
言

葉
の
知
識
を
役
に
た
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

ま
し
た
。

上
学
年
（
４
〜
６
年
）
は
、

「
学
校
生
活
の
中
の
人
権
」
に
つ

い
て
学
級
ご
と
に
話
し
合
い
、
そ

の
結
果
か
ら
、「
さ
れ
て
い
や
だ

っ
た
こ
と
」「
自
分
が
し
て
し
ま

っ
て
あ
や
ま
り
た
い
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
児
童
会
役
員
の
司
会
進
行

の
も
と
、
上
学
年
全
体
で
話
し
合

い
ま
し
た
。

自
分
が
い
や
な
思
い
を
し
た
体

験
の
発
表
が
続
い
た
後
「
そ
ん
な

と
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
」
と
、
司
会
者
が
問
い
か
け
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
悩
み
考
え
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
率
直
な
意
見
を

出
し
合
い
、「
自
分
か
ら
行
動
に

移
す
こ
と
が
一
番
大
切
」
と
い
う

考
え
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
の
人

権
意
識
の
向
上
に
向
け
て
実
り
あ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
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５
月
１９
日
、
吉
野
川
市
役
所
で
、

「
み
ん
な
の
目
で
子
ど
も
を
見
守

る
吉
野
川
市
」
宣
言
の
式
典
が
あ

り
ま
し
た
。

宣
言
は
、
散
歩
や
庭
掃
除
な
ど

普
段
の
生
活
を
、
子
ど
も
の
登
下

校
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
こ

と
で
、「
防
犯
の
ま
ち
」「
み
ん
な

の
目
」
を
感
じ
さ
せ
、
犯
罪
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

式
典
で
は
、
青
色
回
転
灯
を
装

着
し
た
吉
野
川
市
青
少
年
育
成
補

導
セ
ン
タ
ー
の
公
用
車
の
標
章
、

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
証
の
交
付
と
出

発
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の
公

用
車
と
し
て
は
２
台
目
の
青
色
回

５
月
２０
日
、
山
川
体
育
館
で
、

第
２
回
吉
野
川
市
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。１

５
０
人
が
参
加
し
た
こ
の
大

会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障

害
者
の
自
立
支
援
の
促
進
、
会
員

相
互
の
親
睦
し
ん
ぼ
く

を
図
り
ま
し
た
。「キスオブファイヤー」というストロー

でこよりを受け渡す競技

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市役所イベント広場で開かれた式典の様子

転
灯
装

着
車
と

な
り
ま

し
た
。

青
色

回
転
灯

装
着
車

は
、「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
て
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新しく青色回転灯を装着した青少
年育成補導センターの公用車

「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言
「みんなの目で子どもを
見守る吉野川市」宣言

美
郷
ほ
た
る
祭
り

美
郷
ほ
た
る
祭
り
期
間
中
の
６

月
３
日
と
４
日
、
美
郷
ほ
た
る
館

の
駐
車
場
等
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

３
日
に
は
、
地
元
の
平
八
幡
神

社
の
氏
子
ら
に
よ
る
獅
子
舞
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
４
日
に
は
、
鴨

島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
、
こ
ど
も
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ア

メ
ゴ
釣
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族

連
れ
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
タ
ル
の
見
ご
ろ
に
な

る
午
後
８
時
過
ぎ
に
は
、
淡
い
光

を
放
ち
な
が
ら
幻
想
的
な
舞
を
繰

り
広
げ
る
情
景
に
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

昨
年
は
一
昨
年
の
台
風
の
影
響

で
ホ
タ
ル
が
激
減
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
か
な
り
回
復
し
て
い

ま
す
。

太鼓の響きが山間にこだまする

多くの人でにぎわう模擬店

飛
び
交
う
ホ
タ
ル

親
子
で
楽
し
む
ア
メ
ゴ
釣
り

大きな大きなシャボン玉
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お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月
１６
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
日

ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

に
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。園

で
は
毎
年
こ
の
季
節
に
、
日

ご
ろ
の
感
謝
の
心
を
込
め
て
お
花

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。秘書室で記念撮影

６
月
２１
日
、
江
川
・
鴨
島
公
園
で
、「
１
０
０
万
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
０
６
夏
至
in
吉
野
川
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

去
年
に
続
き
、
２
回
目
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

市
内
の
小
学
生
ら
が
カ
ラ
フ
ル
に
模
様
を
描
い
た
瓶
な
ど
が

公
園
中
に
並
べ
ら
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
ま

し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
の
演
奏
も
あ
り
、
多
く
の
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

五
九
郎
ま
つ
り

６
月
２４
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中

央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
曽
我

廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え
る

五
九
郎
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し

た
。歩

行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に

は
、
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
並
び
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鴨
島
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
パ

レ
ー
ド
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
つ
り

曽
我
廼
家

そ

が

の

や

五
九

ご

く

郎ろ
う

（
本
名
　
武
智
故
平
）

明
治
９
年
、
鴨
島
町
生
ま
れ
。
喜

劇
役
者
。
大
正
末
期
、
映
画
「
ノ
ン

キ
ナ
ト
ウ
サ
ン
」
の
主
役
と
な
り
、

脚
光
を
あ
び
る
。そ
の
風
貌
や
服
装
、

芸
風
が
愛
さ
れ
た
。

日
本
演
芸
史
上
に
小
さ
な
体
格
で

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
、
と
い
わ
れ

て
い
る
。

色とりどりの瓶にあかりがともる

100万人の
キャンドルナイト

で
は
、
交
通
安
全
母
の
会
の
交
通

安
全
お
ど
り
や
五
九
郎
そ
っ
く
り

さ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
と
い
っ
た

多
く
の
催
し
が
あ
り
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
が
や
っ
て
き
た
！

６
月
２５
日
、
鴨
島
第
一
中
学
校

体
育
館
で
、「
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」（
鴨

島
郵
便
局
な
ど
主
催
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

みんなで１・２・３！

防
災
マ
ッ
プ
説
明
会

６
月
中
に
、
各
戸
に
防
災
マ
ッ

プ
を
お
配
り
し
ま
し
た
。
６
月
２４

日
か
ら
７
月
末
に
か
け
て
、
地
区

別
に
防
災
マ
ッ
プ
説
明
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
を
良
く

見
て
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

市役所で開かれた説明会の様子

交通安全母の会の交通安全おどり

五九郎さんの服装で
五九郎おどり

元気に体を動かそう

あ
い
に
く
の
雨
で
、

体
育
館
で
開
か
れ
た
体

操
会
で
し
た
が
、
大
勢

の
市
民
が
集
ま
り
、
元

気
に
体
操
し
ま
し
た
。

そ
の
模
様
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
で
全
国
に
生
放

送
さ
れ
ま
し
た
。



給
者
認
定
更
新
申
請
書
（
各
受

給
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
）

●
受
給
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
証
の
写
し

●
介
護
証
明
書
（
身
体
障
害
者
手

帳
２
級
所
有
者
の
う
ち
、
常
時

介
護
を
要
す
る
老
人
保
健
医
療

の
非
該
当
者
の
み
）

●
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平

成
１８
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
１８
年
１
月
２
日
以
降
に

吉
野
川
市
に
転
入
し
た
方
、
お

よ
び
扶
養
義
務
者
が
吉
野
川
市

以
外
に
在
住
の
方
の
み
）

市
介
護
障
害
課
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
）

が
発
行
し
た
も
の
に
限
る
）。そ
れ

以
外
の
改
修
が
完
了
し
た
住
宅
に

つ
い
て
は
、
建
築
士
事
務
所
に
属

す
る
建
築
士
が
発
行
す
る
証
明
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
税
務
課
資
産
税
係℡

○22
２
２
１
５
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情
報
広
場 

お
知
ら
せ 

７
月
は
乳
幼
児
医

療
費
受
給
者
証
の
更

新
月
で
す
。
対
象
と

な
る
乳
幼
児
の
い
る

方
に
は
個
別
に
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
更
新
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
中
、

郵
便
で
の
申
請
も
受
け
付
け
し
ま

す
。

対
象
乳
幼
児

平
成
１２
年
９
月
２

日
以
降
生
ま
れ

受
付
期
間

７
月
３１
日
（月）
ま
で

受
付
場
所

子
育
て
支
援
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域

課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
交
付

申
請
書
（
各
受
給
者
に
送
付
し
て

い
ま
す
）

●
印
か
ん
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ

印
以
外
の
も
の
）

●
対
象
乳
幼
児
が
加
入
し
て
い
る

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新

健
康
保
険
証
の
写
し

※
平
成
１８
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
ま
た
は
市
外
で
課
税
さ
れ
て
い

る
乳
幼
児
の
父
母
は
、
次
の
書
類

も
必
要
で
す
。

●
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平

成
１８
年
度
所
得
課
税
証
明
書
、
ま

た
は
給
与
源
泉
徴
収
票
（
父
母
と

も
必
要
）

〒
７
７
９
―

３
３
９
５
　
吉
野
川

市
川
島
町

村
２
４
２
１
番
地
１

吉
野
川
市
子
育
て
支
援
課
児
童
母

子
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
４

提
出
・
問
い
合
わ
せ

7
月
は
国
民
健
康
保
険

税
と
固
定
資
産
税
の

納
付
月

７
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
第

１
期
）
と
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
７
月
31
日
（月）

市
税
務
課
　
　

℡
○22
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ

7
月
は
介
護
保
険
料
の

納
付
月

７
月
は
、介
護
保
険
料
第
１
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
７
月
31
日
（月）

市
介
護
障
害
課
介
護
保
険
係

℡
○25
６
６
２
６

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固

定
資
産
税（
家
屋
）の
減
額

措
置既

存
住
宅
を
耐
震
改
修
し
、
次

の
要
件
を
備
え
た
場
合
、
当
該
家

屋
に
係
る
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

家
屋
と
耐
震
改
修
工
事
の
要
件

①
家
屋
の
要
件

昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅
。

②
耐
震
改
修
工
事
の
要
件

平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

２７
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に
、
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
し
た
改
修
工
事
（
た

だ
し
、
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

の
額
が
１
戸
当
た
り
３０
万
円
以
上

の
も
の
に
限
る
）

減
額
期
間

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌

年
度
か
ら
、
工
事
完
了
期
間
に
応

じ
て

①
平
成
１８
年
か
ら
２１
年
に
工
事

完
了

【
減
額
期
間
３
年
間
】

②
平
成
２２
年
か
ら
２４
年
に
工
事

完
了
　
　【
減
額
期
間
２
年
間
】

③
平
成
２５
年
か
ら
２７
年
に
工
事

完
了

【
減
額
期
間
１
年
間
】

減
額
の
範
囲

１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分

ま
で
と
し
、
改
修
家
屋
全
体
に
係

る
固
定
資
産
税
の
１
／
２
を
減
額

し
ま
す
。

申
請
方
法

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か

ら
３
カ
月
以
内
に
、
税
務
課
（
市

役
所
１
階
）
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

吉
野
川
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修

事
業
を
受
け
て
完
了
し
た
住
宅
証

明
（
平
成
１８
年
１
月
１
日
以
降
に

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
受
給
者
認
定
の
更
新

７
月
は
重
度
心
身
障
害
者
等
医

療
費
受
給
者
認
定
の
更
新
月
で

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
更

新
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

７
月
２１
日
（金）
ま
で

受
付
場
所

介
護
障
害
課
障
害
福

祉
係
（
川
島
庁
舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受

問
い
合
わ
せ



①
ト
マ
ト
の
苗
を
購
入
す
る
時

は
、「
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
」
の
付
着
や
病
気
の
症
状
の
な

い
健
全
な
苗
の
購
入
に
努
め
る
。

②
ト
マ
ト
栽
培
中
に
「
シ
ル
バ
ー

リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
を
発
見
し

た
場
合
は
す
ぐ
に
防
除
を
。

③
病
気
に
か
か
っ
た
ト
マ
ト
は
速

や
か
に
抜
き
取
り
、
ビ
ニ
ー
ル
等

に
密
封
し
、枯
ら
し
て
か
ら
処
分
。

※
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
に
感

染
し
た
ト
マ
ト
を
食
べ
て
も
人
体

に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
島
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
○26
３
９
８
２

病
害
虫
防
除
所

℡
○24
２
２
１
７

麻
植
郡
農
業
協
同
組
合

℡
○24
１
１
３
７

高
度
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８
（
６
７
４
）
１
９
２
２

請
求
窓
口

請
求
用
紙
は
、
地
域

福
祉
課（
川
島
庁
舎
１
階
　
℡
○25

２
１
１
１
）に
用
意
し
て
い
ま
す
。

〒
１
０
０-

８
９
２
６
　
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２
―

１
―

２
　
総

務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

℡
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

FAX
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
９
０
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市
民
憲
章
、
市
の
花
・
木
・
鳥

を
選
考
す
る
た
め
、
選
定
委
員
会

を
設
置
し
て
検
討
を
す
す
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
市
長
に
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

市
の
花

キ
ク

市
の
木

オ
ン
ツ
ツ
ジ

市
の
鳥

カ
ワ
セ
ミ

市
は
、
選
定
委
員
会
の
報
告
を

受
け
て
、
以
上
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

市
民
憲
章
、
市
の
花
・

木
・
鳥
が
決
ま
り
ま
し
た

「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
と
い

う
病
気
が
全
国
で
発
生
し
、
ト
マ

ト
栽
培
農
家
の
皆
さ
ん
は
防
除
対

策
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

病
気
に
感
染
し
た
ト
マ
ト
は
葉
が

黄
化
、萎
縮
し
て
成
長
が
止
ま
り
、

収
穫
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

こ
の
病
気
は
、「
ト
マ
ト
黄
化

葉
巻
ウ
イ
ル
ス
」に
よ
る
も
の
で
、

「
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」

と
い
う
害
虫
に
よ
っ
て
ト
マ
ト
か

ら
ト
マ
ト
へ
次
々
に
う
つ
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
病
気
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
に

は
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
庭
菜
園
で
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ

て
い
る
方
に
も
注
意
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
ま
ん
延

防
止
に
ご
協
力
を
！

問
い
合
わ
せ

市
民
憲
章
や
選
定
理
由
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
誌
面
の
都
合
に

よ
り
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１ 選定委員会の様子

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
が

大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

平
成
１８
年
度
税
制
改
正
に
お
き

ま
し
て
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度

に
関
し
、
認
定
要
件
の
緩
和
や
小

規
模
法
人
の
特
例
の
創
設
等
、
制

度
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
同
制
度
が

よ
り
広
く
活
用
さ
れ
、
市
民
活
動

が
一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
県
民
活
動
支
援
室

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
０
２
３

高
松
国
税
局
法
人
課
税
課
審
査
企

画
係

℡
０
８
７
（
８
３
１
）
３
１
１
１

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
p
o
-h
o
m
e
p
a
g
e

.g
o
.jp
/

問
い
合
わ
せ

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
戦
地
な

ど
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社

救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
軍
従
事

看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
年
金
受

給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の

ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
１９
年
３
月
３１
日

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

家
庭
菜
園
で
ト
マ
ト
・
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
る

方
へ
の
お
願
い

具
体
的
な
対
策
方
法 シルバーリーフコナジラミ

（体長１mm程度）

選
定
委
員
会
（
敬
称
略
）

会
　
長

副
会
長

委
　
員

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

横
田
　
正
人

阿
部
　
隆
義

和
泉
　
隆
啓

鎌
倉
　
和
敏

工
藤
　
俊
夫

桑
原
　
善
子

住
友
　
昭
利

曽
良
　
寛
武

日
野
　
俊
作

槇
納
　
謙
司

真
鍋
　
佳
資

山
尾
　
雅
泰

（
委
員
は
５０
音
順
）
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上
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
必

要
な
管
網
図
を
作
成
す
る
た
め
、

給
水
装
置
等
の
測
量
調
査
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
所
有
地
な
ど
に
市

が
委
託
し
た
調
査
員
が
立
ち
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
域

山
川
町
全
域
（
上
水

道
給
水
区
域
）

調
査
期
間

平
成
１９
年
２
月
末
ま

で
の
間

市
水
道
課
施
設
係

℡
○42
３
１
９
９

山
川
町
上
水
道
「
管
網

図
」
作
成
に
伴
う
測
量

調
査
に
ご
協
力
を
！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
せ
っ
て
る
　
あ
な
た
の
心
が
　
赤
信
号

鎌
谷
　
亮
輔
（
山
川
中
学
校
一
年
）

問
い
合
わ
せ

平
成
１８
年
度
森
林
整
備
事
業

（
森
林
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
）
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

施
業
を
希
望
す
る
方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

施
業
の
種
類

造
林
、
下
刈
、
除

間
伐
、
枝
打
ち
、
搬
出
間
伐

●
人
工
造
林

植
林
本
数
が
■
ha

（
１
反
）
３
０
０
本
あ
り
、
地
ご

し
ら
え
を
あ
る
程
度
以
上
し
て
い

る
も
の
で
再
造
林
に
限
る

森
林
整
備
事
業
の
申
し

込
み
に
つ
い
て

●
下
刈
り

原
則
、
５
年
生
ま
で

●
除
間
伐

１１
年
生
か
ら
３５
年
生

ま
で

●
枝
打
ち

原
則
、
ヒ
ノ
キ
の
２０

年
生
ま
で

●
搬
出
間
伐

２６
年
生
か
ら
４５
年

生
ま
で
（
緊
急
間
伐
推
進
協
定
を

結
ん
だ
森
林
）

※
面
積
は
す
べ
て
１
カ
所
で
■
ha

（
１
反
）
以
上
で
す
。

※
下
刈
り
を
除
く
施
業
に
つ
い
て

は
平
成
１９
年
２
月
末
ま
で
に
完
了

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
１１
日
（金）
ま
で

市
林
業
振
興
課

℡
○43
２
１
１
２

FAX
○43
２
１
１
７

阿
波
麻
植
森
林
組
合

℡
○25
３
９
４
７

FAX
○25
５
５
０
４

０.１

０.１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

信
頼
さ
れ
る
企
業
に

退
職
金
制
度
あ
り
！

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）は
、中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み
立

て
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

〈
メ
リ
ッ
ト
〉

◇
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

で
す
。

◇
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

◇
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

◇
管
理
が
簡
単
で
す
。

◇
掛
け
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://ch

u
ta
ikyo

.ta
isyo

ku
kin
.g
o
.jp

問
い
合
わ
せ

犬
害
防
止
運
動
月
間

犬
は
つ
な
い
で

飼
っ
て
く
だ
さ
い
！

つ
な
が
れ
て
い
な
い
飼
い
犬

が
、
郵
便
局
の
外
務
職
員
の
足
な

ど
に
か
み
つ
く
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
四
国
内
で
は
、
平
成
１６

年
８
月
か
ら
平
成
１７
年
７
月
ま
で

の
１
年
間
に
、
３６
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
例
年
夏
に
向
け
て
被
害
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
日
本
郵
政
公

社
四
国
支
社
で
は
、
６
月
と
７
月

を
「
犬
害
防
止
運
動
月
間
」
と
定

め
、
犬
を
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

●
犬
を
庭
で
放
し
飼
い
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
郵
便
受
け
か
ら
離
れ
た
場
所
に

犬
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

鴨
島
郵
便
局

℡
○24
２
０
６
６

問
い
合
わ
せ

完
全
移
行
し
ま
す
！

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

は
、
２
０
０
３
年
１２
月
１
日
か
ら

関
東
、
中
京
お
よ
び
近
畿
の
一
部

に
お
い
て
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
末
ま
で
に
は
、
す

べ
て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
に
て

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年

７
月
２４
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

【
受
信
相
談
】
総
務
省
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

【
視
聴
エ
リ
ア
】（
社
）
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
推
進
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.d
-p
a
.o
rg

問
い
合
わ
せ

実
在
し
な
い
官
公
庁
を
か
た
る

悪
質
な
は
が
き
に
ご
注
意
を
！

「
国
民
健
康
保
険
庁
」と
い
う
実

在
し
な
い
官
公
庁
を
か
た
り
、
消

費
者
へ
連
絡
を
求
め
る
悪
質
な
は

が
き
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
横
行

し
て
い
ま
す
。
も
し
、
そ
の
よ
う

な
は
が
き
が
届
い
た
場
合
は
、
次

の
よ
う
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

《
対
処
法
》

①
こ
ち
ら
か
ら
は
、
一
切
連
絡
し

な
い
。

至
急
連
絡
す
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
連
絡
す
る
こ
と
で

個
人
情
報
を
収
集
さ
れ
、
別
の

「
架
空
請
求
」や「
悪
質
商
法
」の
被

害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

は
が
き
の
内
容
に
不
安
な
方

は
、
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
か

総
務
課
（
市
役
所
３
階
）
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

市
総
務
課
　

℡
○22
２
２
３
１

②
し
つ
こ
い
取
り
立
て
や
直
接
脅

さ
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０

相
談
先

相
談
先
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
安
全
と
　
思
う
道
ほ
ど
　
注
意
し
ろ

冨
本
　
雄
史
（
山
川
中
学
校
一
年
）

人
収
容
可
（
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
使
用
可
）

作
業
室
・
陶
芸
釜
（
陶
芸
教
室
と

し
て
利
用
）

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

○
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

○
エ
ア
ロ
ボ
ー
ト

○
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

一
式

使
用
料

１
回
２
１
０
円

回
数
券

３
１
５
０
円
（
１６
枚
つ

づ
り
）

シ
ャ
ワ
ー
室
使
用
料

６０
円

※
初
め
て
の
方
に
は
１
回
の
無
料

体
験
が
あ
り
ま
す

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

℡
○42
６
６
１
１

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
は
次
の
よ
う
な
施
設
が
あ
り

ま
す
。
趣
味
の
会
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
料
金
、
申
請
方
法
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
３０
分

◆
休
館
日

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
は
開
館
）

◆
施
設
概
要

客
席

４
８
０
席
車
椅
子
６
台

舞
台

間
口
１１
ｍ
奥
行
　
ｍ

多
目
的
ホ
ー
ル
（
音
楽
・
舞
踊
・

演
劇
・
集
会
・
映
画
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
）

控
室

楽
屋
と
し
て
利
用
（
洋

室
・
ト
イ
レ
付
）

洋
室
・
２
室
に
仕
切
可
・
５０
人
収

容
可
（
会
議
・
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

和
室
・
１８
畳
＋
１５
畳
（
多
目
的
に

利
用
可
）

洋
室
・
視
聴
覚
機
器
施
設
有
・
３０

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

大
ホ
ー
ル

ウエイトトレーニング室

８.４

健
康
管
理
室

ふ
れ
あ
い
室

視
聴
覚
室

工
作
室

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

在宅の障害者に対する手当について
　一定の障害を持つ在宅の方に対し、下表のとおり手当を支給しています。手当の受給を希望される方は、手
続きに必要な書類等をご持参の上、介護障害課（川島庁舎１階）で申請をしてください。

特別児童扶養手当

受
給
資
格
者

支
給
額

支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合

申
請
時
に
必
要
な
も
の

障害児福祉手当 特別障害者手当

問い合わせ　市介護障害課障害福祉係　 ２５ 6613

心身に中・重度の障害を有する20
歳未満の児童を養育している父もし
くは母、または父母に代わって児童を
養育している方。

○１級（重度障害）…児童一人につ
き月額50,750円
○２級（中度障害）…児童一人につ
き月額33,800円

所定の診断書…介護障害課（川島
庁舎１階）または支所地域課（鴨島・
山川・美郷）に備え付け。
世帯全員の住民票、戸籍謄本、受
給資格者（保護者）名義の郵便貯
金通帳、印かん

○受給資格者、またはその配偶者、
および生計を維持する扶養義務者
の前年の所得が一定の限度額以
上のとき
○当該児童が社会福祉施設等に
入所しているとき
○申請者および当該児童の住所が
日本国内にないとき
○当該児童が障害を支給事由とす
る公的年金の給付を受けているとき

所定の診断書…介護障害課（川島
庁舎１階）または支所地域課（鴨島・
山川・美郷）に備え付け。
戸籍謄本、預金通帳（障害者本人
名義で郵便局以外のもの）、印かん

○受給資格者、またはその配偶者、
および生計を維持する扶養義務者
の前年の所得が一定の限度額以
上のとき
○受給資格者が社会福祉施設等
に入所しているとき
○受給資格者が障害を支給事由と
する公的年金の給付を受けていると
き

所定の診断書…介護障害課（川島
庁舎１階）または支所地域課（鴨島・
山川・美郷）に備え付け。
戸籍謄本、預金通帳（障害者本人
名義で郵便局以外のもの）、印かん、
公的年金関係の証書

○受給資格者、またはその配偶者、
および生計を維持する扶養義務者
の前年の所得が一定の限度額以
上のとき
○受給資格者が社会福祉施設等
に入所しているとき
○受給資格者が病院または診療所
に継続して３カ月以上入院していると
き

20歳未満の児童で、心身に重度の
障害があるため日常生活において常
時介護を必要とする在宅の方。

20歳以上の方で、心身に著しく重度
の障害があるため日常生活において
常時特別の介護を必要とする在宅
の方。

月額14,380円 月額26,440円
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募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数

東
須
賀
第
２
団
地
（
川
島
町
）

１
戸
、
ほ
た
る
川
第
２
団
地
（
山

川
町
）
１
戸
、
川
俣
団
地
（
美
郷
）

１
戸
、
平
団
地
（
美
郷
）
１
戸
、

平
第
２
団
地
（
美
郷
）
１
戸

家
賃収

入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間

７
月
１２
日
（水）
〜
３１
日
（月）

申
し
込
み
で
き
る
方

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る

方②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
い
る
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
込
方
法

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２

階
）、
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
か
ぶ
る
と
安
心
　
命
を
守
る

粟
飯
原
将
人
（
山
川
中
学
校
一
年
）

募
集 

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市
計

画
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

●
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
必
要
で

す
）

●
完
納
（
納
税
）
証
明
書

※
こ
れ
以
外
に
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課
住
宅
係

℡
○22
２
２
２
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市営住宅
入居者募集

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集

内
容

Ａ
コ
ー
ス
…
パ
ソ
コ
ン
基
礎

Ｂ
コ
ー
ス
…
表
計
算
入
門
（
エ
ク

セ
ル
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
）

Ｃ
コ
ー
ス
…
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ

ー
ド
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
）

※
ど
の
コ
ー
ス
も
１
回
（
３
時
間
）

で
完
結
で
す
。

対
象
者

Ａ
コ
ー
ス
…
市
内
在
住
で
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
方

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
…
市
内
在
住
で
キ

ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文
字
入
力
の
で

き
る
方

場
所

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

定
員

Ａ
コ
ー
ス
　
　
各
２０
人

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
各
１０
人

※コース前の丸数字が講座番号

午前９時～
正午

午後１時30分～
４時30分

午後６時30分～
９時30分

①パソコン基礎

②パソコン基礎

③パソコン基礎

実施日
時間 ９月１日（金）

④パソコン基礎

⑤表計算入門

⑥表計算入門

９月２日（土）

⑦パソコン基礎

⑧ワープロ入門

⑨ワープロ入門

９月３日（日）

講　　習　　日

受
講
料

無
料

申
込
期
間

７
月
２４
日
（月）
〜
８
月

２５
日
（金）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
（
土
･
日
を
除
く
）

申
込
方
法

生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
に
、
受
講
希
望
の
講
座
番
号

を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
に
決
定
し
ま
す
。

※
受
講
者
の
少
な
い
講
座
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

℡
○42
４
１
１
５

地
域
審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
！

地
域
審
議
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
公
募
に
よ
る
委
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
合
併
前
の
町

村
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
審
議
会

で
す
。
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審

議
し
、
答
申
す
る
も
の
で
す
。

各
地
域
（
旧
町
村
）
ご
と
に
１５

人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
公
募
の
委
員
が
３

人
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

応
募
要
件

吉
野
川
市
の
各
地
域

（
鴨
島
町
、
川
島
町
、
山
川
町
、

美
郷
）
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

か
つ
、
選
挙
権
を
有
す
る
方

募
集
人
員

各
地
域
ご
と
に
３
人

以
内

任
期

２
年
（
任
命
の
日
か
ら
平

成
２０
年
９
月
３０
日
ま
で
）

応
募
方
法

次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
入
し
た
も
の
（
用
紙
、
様
式
は

自
由
）
を
秘
書
企
画
課
ま
で
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
表
題
「
地
域
審
議
会
委
員
申
込

書
」

②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号

③
応
募
の
動
機
や
吉
野
川
市
政
に

対
し
て
思
う
こ
と
（
４
０
０
字
程

度
）

応
募
締
切

８
月
２５
日
（金）

選
考
方
法

委
員
の
選
考
は
、
申

込
書
に
よ
る
書
類
審
査
で
行
い
ま

す
。

選
考
結
果

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

〒
７
７
６
―

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番

地
１
　
吉
野
川
市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１
FAX
○22
２
２
４
４

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
審
議
会
と
は

応
募
要
領

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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試
験
案
内
・
受
験
願
書
は
吉
野

川
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

９
月
５
日
（火）
ま
で

【
警
察
官
Ｂ
】

昭
和
５１
年
４
月
２
日
か
ら
、
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
生
ま
れ

た
男
性
。（
四
年
制
大
学
等
を
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
１９
年
３

月
３１
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

を
除
く
）

【
女
性
警
察
官
】

昭
和
５１
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

性吉
野
川
警
察
署

℡
○25
６
１
１
０

警
察
官
募
集
中

問
い
合
わ
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
「
ま
あ
い
い
か
」

軽
い
気
持
ち
が
　
大
事
故
だ

小
井
田
将
基
（
山
川
中
学
校
二
年
）

糖
尿
病
は
、
食
事
・
運
動
・
喫

煙
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予

防
が
で
き
る
病
気
で
す
。
吉
野
川

市
が
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
と
、

禁
煙
を
推
進
で
き
る
グ
ッ
ズ
や
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
選
ば
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
い

て
は
、
商
品
化
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
入
選
者
に
は
粗
品
を
進
呈

し
ま
す
。

吉
野
川
市
や
徳
島
県
の
特
産
品

を
生
か
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な
お
弁
当

メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
親
子

の
部
、
中
学
・
高
校
の
部
、
成
人

の
部
、
給
食
の
部
が
あ
り
ま
す
。

入
国
警
備
官
募
集

受
験
資
格

昭
和
５８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

採
用
予
定
数

約
１
４
０
人

受
付
期
間

【
郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
】

７
月
１８
日
（火）
〜
８
月
１
日
（火）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
】

７
月
１８
日
（火）
午
前
９
時
〜
７
月
２５

日
（火）
午
後
５
時

第
１
次
試
験
日

９
月
２４
日
（日）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専

用
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji-sh

ike
n
.jp
/

m
o
u
sh
iko
m
i-s3
4
.h
tm
l
高
松
入
国
管
理
局
総
務
課

℡
０
８
７
（
８
２
２
）
５
８
５
２

平
成
１９
年
４
月
入
校

海
上
保
安
大
学
校
・
海

上
保
安
学
校
学
生
募
集

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、

次
の
と
お
り
海
上
保
安
庁
職
員
と

な
る
海
上
保
安
大
学
校
（
広
島
県

呉
市
）、
海
上
保
安
学
校
（
京
都

府
舞
鶴
市
）
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

年
齢

昭
和
６１
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

学
歴
等

①
高
等
学
校
卒
業
（
平
成
１９
年
３

月
卒
業
見
込
み
含
む
）

②
中
等
教
育
学
校
卒
業
（
平
成
１９

年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

③
高
等
専
門
学
校
第
３
学
年
修
了

の
方
お
よ
び
平
成
１９
年
３
月
に
同

校
第
３
学
年
を
修
了
見
込
み
の
方

④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
大
学
入
学
資
格
検
定
）
合
格
者

お
よ
び
人
事
院
が
①
、
②
に
掲
げ

る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方

受
付
期
間

８
月
２４
日
（木）
〜
９
月

５
日
（火）

一
次
試
験

１０
月
２８
日
（土）
・
２９
日

（日）年
齢

昭
和
５８
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

学
歴
等

海
上
保
安
大
学
校
と
同
じ
要
件
を

満
た
す
こ
と
。

受
付
期
間

７
月
１８
日
（火）
〜
８
月

１
日
（火）

一
次
試
験

９
月
２４
日
（日）

小
松
島
海
上
保
安
部
管
理
課

℡
０
８
８
５
（
３
３
）
２
２
４
６

※
募
集
要
領
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/
05kanku/kom

atsujim
a/

か
ら
だ
に
よ
し
！
の
が

わ
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
作

品
募
集

禁
煙
を
啓
発
す
る
グ
ッ
ズ
や
、

禁
煙
を
す
す
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
方

法
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

受
験
資
格

海
上
保
安
大
学
校

ヘ
ル
シ
ー
な
っ
！
と
く
し
ま

（
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
）
部
門

空
気
お
い
し
い
な
っ
！
と
く

し
ま
（
禁
煙
推
進
グ
ッ
ズ
・

ア
イ
デ
ア
）
部
門

申
込
方
法

郵
送
ま
た
は
、
直
接
吉
野
川
保
健

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

８
月
３１
日
（木）

〒
７
７
６
―

０
０
１
０
　
吉
野
川

市
鴨
島
町
鴨
島
１
０
６
―

２

吉
野
川
保
健
所
健
康
対
策
係

℡
○24
１
１
１
４

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

海
上
保
安
学
校

問
い
合
わ
せ



と
こ
ろ

こ
う
つ
の
里（
山
川
町
）

対
象
者

小
学
校
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は

送
迎
の
み
も
可
）

定
員

各
４０
人
（
先
着
順
）

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
麦
わ

ら
帽
子
、
運
動
靴

午
前
中
に
周
辺
の
植
物
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

８
月
６
日
は
、
各
自
で
す
で
に
採

集
し
て
い
る
標
本
の
名
前
も
調
べ

ま
す
。

と
き

７
月
２３
日
（日）

８
月
６
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
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山
やま

尾
お

雅泰
まさやす

催
し 

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
⑨

講
演
テ
ー
マ

「
孤
育
て
か
ら
子
育
ち
へ
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
市
教
育
次
長
。

就
学
前
教
育
の
第
一
人
者
。

学
校
現
場
、
県
教
育
委
員
会
、

そ
し
て
市
教
育
行
政
と
渡
り
歩
く

さ
す
ら
い
の
人
権
教
育
者
。
六
曜

の
話
は
と
て
も
面
白
く
わ
か
り
や

す
い
。

幅
広
い
知
識
で
の
語
り
は
、
子

育
て
真
っ
た
だ
中
の
方
に
も
っ
て

こ
い
。

「
孤
独
な
子
ど
も
を
つ
く
る
の

か
。
そ
れ
と
も
…
」

子
ど
も
か
ら
親
が
育
つ
真
実
を

伝
え
る
た
め
、
マ
イ
ト
ガ
イ
渡
り

鳥
が
来
る
。

市
人
権
課
　
　

℡
○22
２
２
２
９

問
い
合
わ
せ

（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
一
律
１０
万
円
で
参
加
で
き
ま

す
。本

年
度
は
、
８
月
に
西
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
９
月
に
ボ
ル
ネ
オ
、

マ
レ
ー
半
島
、
中
国
、
１０
月
に
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
東
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
１１
月
に
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
沖
縄
、
１２

月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
１
月

に
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
諸

島
、
２
月
に
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

の
地
域
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
や
日
程
な

ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
財
）徳
島
県
遺
族
会

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
急
カ
ー
ブ
　
い
つ
も
危
険
が
　
ま
ち
う
け
る

鎌
谷
　
悠
司
（
山
川
中
学
校
三
年
）

落
合
恵
子
講
演
会

い
ま
、
人
権
か
ら
…
ひ
と
り

ひ
と
り
が
「
主
役
」
の
社
会
を

問
い
合
わ
せ

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
７
６
５
３

FAX
０
８
８
（
６
５
２
）
７
６
５
４

と
き

７
月
２７
日
（木）

受
付
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル落合恵子さん（作家）

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
４
５
年
栃
木
県
生
ま
れ
。

明
治
大
学
卒
業
後
、（
株
）文
化
放

送
に
入
社
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
経

て
作
家
活
動
に
入
る
。
社
会
の
問

題
を
小
説
の
形
で
表
現
し
続
け
て

い
る
。

ま
た
、
女
性
問
題
や
子
ど
も
の

人
権
問
題
を
テ
ー
マ
に
講
演
な
ど

の
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。「

母
に
歌
う
子
守
唄
…
私
の
介

護
日
記
」「
絵
本
屋
の
日
曜
日
」

「
人
生
案
内
…
自
分
を
育
て
る
悩

み
方
」
な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

市
人
権
課
　

℡
○22
２
２
２
９

鴨
島
公
民
館
　

℡
○24
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ

自
然
教
室
の
ご
案
内

植
物

費
用

諸
雑
費
５
０
０
円

昼
食
代
７
０
０
円

準
備
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用

具
、
は
さ
み
、
新
聞
紙
５０
枚

午
前
中
に
周
辺
の
昆
虫
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

８
月
２０
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

費
用

標
本
箱
３
０
０
０
円
、
諸

雑
費
５
０
０
円
、
昼
食
代
７
０
０

円※
採
集
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い

る
虫
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

こ
う
つ
の
里

℡
○42
５
５
０
６

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
５

昆
虫

問
い
合
わ
せ



る
た
め
、
国
民
年
金
の
免
除
制
度

が
４
段
階
に
な
り
ま
す
。

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印

か
ん
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以

外
）
と
年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、

国
保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま

た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
離
職
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

離
職
票
、
も
し
く
は
受
給
資
格
者

証
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
全
額
免
除
以
外
の
一
部
免
除
制

度
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
免
除
が
無
効
と
な

り
ま
す
。

☆
免
除
に
な
る
所
得

※
前
年
所
得
が
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
免
除
種
別
や
個
人
に
よ
っ
て

所
得
限
度
額
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
申
請
者
の
ほ
か
に
、
配

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り
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サ
ニ
ー
サ
イ
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
＆
鴨
島
東
中
・
鴨
島
第
一

中
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

７
月
１６
日
（日）

午
後
１
時
〜
３
時
２０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

◆
リ
サ
イ
ク
ル

講
師
　
谷
本
大
作
さ
ん

◆
介
護
保
険
に
つ
い
て

講
師
　
吉
永
正
雄
さ
ん

と
き

７
月
２１
日
（金）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

受
講
料

無
料

と
き

７
月
２６
日
（水）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
調
理
室

対
象

鴨
島
町
内
の

小
学
校
４
〜
６
年
生

定
員

２４
人

材
料
費

５
０
０
円

申
込
方
法

鴨
島
公
民
館
に
直
接

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

第
3
弾

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館

℡
○24
５
１
１
１

FAX
○24
５
１
１
３

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
あ
な
た
の
命
　
守
り
ま
す

篠
塚
　
未
菜
（
山
川
中
学
校
三
年
）

申
し
込
み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
決
定
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
悪
徳
商
法
撃
退
法

講
師
　
吉
野
川
警
察
署
員

と
き

８
月
４
日
（金）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

受
講
料

無
料

と
き

７
月
２９
日
、
８
月
５
日
・

１２
日
・
１９
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
会
議
室

講
師

鄭
春
花
さ
ん

定
員

２０
人

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
。（
先
着
順
）

サ
ー
ク
ル
活
動
、
企
業
の
人
づ

く
り
研
修
な
ど
に
。
料
金
等
は
当

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
料
理
教
室

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

第
4
弾

夏
休
み
中
学
生
の
中
国
語
講
座

公
民
館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

国
民
年
金
だ
よ
り

障
害
基
礎
年
金
の
現
況

届
等
の
提
出
に
つ
い
て

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

℡
○22
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
で
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

診
断
書
・
現
況
届
等
が
送
付
さ
れ

て
い
る
方
（
診
断
書
は
医
師
の
証

明
が
必
要
）
は
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
平
成
１８
年
７
月
末
ま
で

に
国
保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

場
合
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
平
成
１８
年
７
月
か

ら
は
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

能
力
に
よ
り
き
め
細
か
く
対
応
す

偶
者
や
世
帯
主
の
所
得
も
基
準
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

多
段
階
免
除
申
請
の
受

け
付
け
が
始
ま
り
ま
し

た
！

☆各免除の保険料額

免除種別

１／４免除

半額免除

３／４免除

全額免除

保険料

10,400円

6,930円

3,470円

納付なし

☆受給できる年金は？

　追納しなかった場合、免除や猶予等の期間についての老後の年金額は、全額
納めていた場合を１とすると以下のようになります。

全額納付　　 全額免除　　 ３／４免除　   半額免除　　 １／４免除　　  猶予等

　　１　　　　　１／３　　　　１／２　　　　 ２／３　　　　５／６　　　　 なし
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
「
ま
ぁ
え
え
か
」

そ
れ
が
あ
な
た
の
　
危
険
信
号

開
　
　
梨
恵
（
山
川
中
学
校
三
年
）
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2006年（平成18年）７月12日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
の
　
点
検
忘
れ
ず
　
事
故
防
ご
う

天
野
　
未
耶
（
美
郷
中
学
校
一
年
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
機
　
青
で
も
忘
れ
ず
　
右
左

林
　
亜
佑
美
（
美
郷
中
学
校
一
年
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
そ
れ
で
命
が
　
救
わ
れ
る

明
石
　
智
史
（
美
郷
中
学
校
二
年
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
止
ま
ろ
う
よ
　
危
険
が
せ
ま
る
　
そ
の
前
に

安
部
　
智
美
（
美
郷
中
学
校
二
年
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
だ
青
だ
　
そ
の
考
え
が
　
事
故
を
生
む

天
野
　
大
仁
（
美
郷
中
学
校
二
年
）

青
少
年
育
成
補
導 

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu

.o
r.jp
/iku
s

e
ice
n
te
r/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

明
日
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
た

ち
が
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
な
が

ら
自
立
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
く
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電

話
の
急
激
な
普
及
、
生
活
の
２４
時

間
化
な
ど
、
急
激
な
社
会
環
境
の

変
化
や
価
値
観
の
多
様
化
は
青
少

年
の
意
識
や
行
動
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
非
行
の
凶
悪
・
粗
暴
・
低
年

齢
化
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登

校
、
児
童
虐
待
や
性
の
逸
脱
行
為

な
ど
、
青
少
年
を
巡
る
問
題
は
ま

す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
21

世
紀
を
担
う
青
少
年
自
身
が
、
社

会
的
な
連
帯
感
や
規
範
意
識
を
身

ス
パ
イ
ラ
ル

山
川
中
学
校
　
岩
田
　
悠
希

朝
　
起
き
て

ご
は
ん
を
食
べ
て

学
校
へ
行
く

友
達
と
話
を
し
た
り

勉
強
し
た
り

給
食
を
食
べ
た
り
と
…

毎
日
　
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど

毎
日
　
違
う

今
日
の
僕
は
昨
日
の
僕
で
は
な
い

上
へ
　
上
へ

ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
昇
っ
て
ゆ
き
た
い

未
来
へ
続
く
階
段
を

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
５０
号
よ
り
）

に
つ
け
主
体
的
に
生
き
る
人
間
と

し
て
成
長
す
る
た
め
に
は
、
青
少

年
が
多
様
な
人
間
関
係
の
中
で
、

社
会
性
を
培
っ
て
い
く
た
め
の
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
防
ご
う
！
少
年

非
行
」
県
民
ぐ
る
み
総
運
動
を
展

開
し
ま
す
。
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
・
関
係
機
関
が
緊
密
に
連
携

し
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守
る
と

い
う
雰
囲
気
を
作
り
出
し
、
広
く

県
民
の
非
行
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
、
地
域
に
密
着
し
た
き

め
細
や
か
な
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
期
間

７
月
１
日
（土）
〜
８
月
３１
日
（木）

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

地
域
ぐ
る
み
で
健
全
育
成

―
共
に
育
む
　
豊
か
な
心
と
生
き

抜
く
力
―

●
実
施
機
関

徳
島
県
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
、

徳
島
県
警
察
本
部
、
市
町
村
、
青

少
年
育
成
徳
島
県
民
会
議
等

第
２９
回「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

出
演
予
定
。
１２
月
１６
日
、
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
定
期
演
奏
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://to

k
u
d
a
i-1
3
o
jo
.h
p
.

in
fo
s
e
e
k
.c
o
.jp
/

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
担
当
で
、
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
（
音
楽
面
で

の
ま
と
め
役
）
を
務
め
る
高
島
さ

き
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

高
島
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、「
こ
れ

が
ジ
ャ
ズ
！
」
と
い
う
曲
を
演
奏

し
よ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

見
に
き
て
く
だ
さ
い
。
山
川
は
初

め
て
の
場
所
な
の
で
少
し
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
と
一
緒

に
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
を
体
感
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一

緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

来
年
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
Ｍ

ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
高
越
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
８
月
２７
日
に
ア
メ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

今
号
で
は
現
時
点
で
出
演
が
決
定

し
て
い
る
団
体
に
注
目
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

徳
島
大
学
の
学
生
４４
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
２
回
の
定

期
演
奏
会
や
、
学
園
祭
で
演
奏
し

て
い
ま
す
。
８
月
２４
日
に
は
中
四

国
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

出
演
団
体
の
横
顔

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る

高
島
さ
ん

今年５月、五月祭での演奏風景

徳
島
大
学
フ
ル
バ
ン
ド
部

13
O
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図
書
だ
よ
り 

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理

日
（
７
月
３１
日
（月）
、８
月
３１
日
（木）
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会

※
川
島
読
書
ク
ラ
ブ
は
、
か
え
で

読
書
会
に
名
称
を
変
更
し
ま
し

た
。
読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

７
月
１３
日
（木）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
「
バ
ル
ト
の
楽
園
を
語
ろ

う
」
／
図
書
館
２
階

◆
学
読
書
会
例
会

８
月
１２
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
徳
島
食
料
事
務
所
資
料
展
「
ジ

◆
開
室
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
・
８
月
の
休
室
日
　
火

曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
町
長
選
挙
』

奥
田
英
朗
　
著

『
ト
ー
キ
ョ
ー
・
バ
ビ
ロ
ン
』

馳
星
周
　
著

『
背
負
い
富
士
』

山
本
一
力
　
著

『
苦
難
の
乗
り
越
え
方
』江

原
啓
之
　
著

『
昭
和
史
　
戦
後
篇
』
半
藤
一
利
　
著

『
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
２
』

明
橋
大
二
　
著

『
無
痛
』

久
坂
部
羊
　
著

ュ
ニ
ア
の
た
め
の
農
林
水
産
パ
ネ

ル
展
」

７
月
１８
日
（火）
〜
７
月
３０
日
（日）
／
図

書
館
ロ
ビ
ー

◆
夏
休
み
自
由
研
究
教
室

第
１
回
「
薬
草
を
調
べ
て
み
よ
う

〜
身
近
な
薬
草
〜
」

７
月
２４
日
（月）
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分

◆
夏
休
み
手
作
り
教
室

「
親
子
で
夏
を
楽
し
も
う
〜
う
ち

わ
作
り
〜
」
講
師
西
山
欣
子
さ
ん

７
月
２９
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

◆
「
夏
休
み
お
は
な
し
大
会
」

８
月
５
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
２

時
３０
分

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
７
月
・
８
月
の
休
室
日

木

曜
日

◆
開
館
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
７
月
２８
日
（金）
、
８
月
３１
日
（木）
）

◆
お
は
な
し
会

８
月
１２
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

７
月
１５
日
（土）
・
２９
日
（土）
、
８
月
５

日
（土）
・
１９
日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分

か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
７
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２

『
叱
っ
て
ほ
め
て
抱
き
し
め
ろ
！
』

松
岡
修
造
　
著

『
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ウ
ィ
ス
パ
ー
』

山
科
千
晶
　
著

『
秀
吉
の
枷
　
上
・
下
』

加
藤
廣
　
著

『
毒
蟲
Ｖ
Ｓ
溝
鼠
』

新
堂
冬
樹
　
著

『
栄
光
な
き
凱
旋
　
上
・
下
』

真
保
裕
一
　
著

『
偽
装
報
告
』

高
任
和
夫
　
著

『
ぶ
ぶ
漬
け
伝
説
の
謎
』

北
森
鴻
　
著

『
刑
事
の
墓
場
』

首
藤
瓜
於
　
著

『
眠
れ
ぬ
真
珠
』

石
田
衣
良
　
著

『
棄
霊
島
　
上
・
下
』

内
田
康
夫
　
著

『
出
口
の
な
い
部
屋
』岸

田
る
り
子
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

〈
第
52
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
〉

小
学
校
低
学
年
の
部
『
ど
ん
な
か
ん

じ
か
な
あ
』『
ビ
ー
ズ
の
て
ん
と
う
む

し
』『
と
く
べ
つ
な
い
ち
に
ち
』『
あ

か
ち
ゃ
ん
て
ね
』

小
学
校
中
学
年
の
部
『
わ
た
し
た
ち

の
帽
子
』『
ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵
』

『
ロ
ボ
マ
マ
』『
イ
シ
ガ
メ
の
里
』

小
学
校
高
学
年
の
部
『
紅
玉
』『
う
そ

つ
き
大
ち
ゃ
ん
』『
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な

ぜ
飛
べ
た
の
か
』『
こ
ん
に
ち
は
ア
グ

ネ
ス
先
生
』

中
学
校
の
部
『
空
色
の
地
図
』『
少
年

は
戦
場
へ
旅
立
っ
た
』『
走
れ
！
や
す

ほ
　
に
っ
ぽ
ん
縦
断
地
雷
教
室
』

高
等
学
校
の
部
『
オ
リ
ー
ブ
の
海
』

『
オ
シ
ム
の
言
葉
』『
そ
の
日
の
ま
え

に
』

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogaw
a.lg.jp/ilisw

ing/w
e/opac/index.htm

l

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
／
７
月
１４
日
（金）
・
２１
日
（金）
・
２８

日
（金）
、
８
月
４
日
（金）
・
１１
日
（金）
・
１８
日
（金）
・
２５
日
（金）

『
バ
ル
ト
の
楽
園

が
く
え
ん

』

古
田
求
　
著

☆
話
題
の
新
刊
☆

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
だ
け
　
そ
ん
な
言
葉
が
　
命
取
り

中
澤
　
　
綾
（
美
郷
中
学
校
二
年
）

『
強
運
の
持
ち
主
』瀬

尾
ま
い
こ
　
著
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※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

４
月

累
計

４
月

累
計

3件

6件

111件

529件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

平成18年６月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,665人　（－16）

男　　22,213人　（－14）

女　　24,452人　（－２）

世帯数　16,927世帯（＋26）

※65歳以上人口

計12,576人　男5,131人　女7,445人

358人（－20）

64人（ ０）

294人（－20）

337世帯（－18）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈人 権 相 談〉 

〈行 政 相 談〉 

７月13日（木） 
７月18日（火） 
８月10日（木） 
８月15日（火） 

飯尾敷地コミュニティセンター 
山川庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
美郷庁舎会議室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00

９：00～12：00 
13：00～16：00 
10：00～12：00 
９：00～12：00

市役所１階相談室 
川島公民館 
山川庁舎会議室 
市役所１階相談室 

市役所１階相談室 
市役所１階相談室 

10：00～12：00 
10：00～12：00

７月13日（木） 
８月１日（火） 
８月７日（月） 
８月10日（木） 

７月21日（金） 
８月18日（金） 

川
島
薬
草
園

ヒ
メ
ヒ
オ
オ
ギ
ズ
イ
セ
ン
　
ア
ヤ
メ
科〈表紙写真〉

欧
州
原
産
で
、
明
治
の
中
ご

ろ
に
日
本
に
渡
っ
て
き
ま
し

た
。庭

園
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
観

賞
用
植
物
で
す
が
、
時
に
は
自

生
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
夏
に
た
く
さ
ん
の

朱
赤
色
の
花
を
開
き
ま
す
。

「
よ
く
効
く
民
間
薬
１
０
０
」

（
村
上
光
太
郎
著
）
で
は
、
こ

の
鱗
茎
り
ん
け
い

（
地
下
茎
の
一
種
）
を

煎
じ
て
服
用
す
れ
ば
、
体
温
の

上
昇
を
起
こ
す
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
高
熱
状
態
が
ガ
ン
症
状
の

緩
和
に
効
用
が
あ
る
と
し
て
、

補
助
的
に
使
わ
れ
て
い
る
例
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

川
島
城
近
く
の
川
島
薬
草
園

に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
大
切
な
　
命
を
守
る
　
交
通
ル
ー
ル

和
泉
　
美
佳
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

相
談 

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

７
月
２４
日
（月）
・
３１
日
（月）
、

８
月
７
日
（月）
・
２１
日
（月）
・
２８
日
（月）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

７
月
１２
日
（水）
、
８
月
９
日

（水）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

さ く ら 診 療 所

かなめ小児科内科クリニック

三木リハビリテーション病院

岡田医院（川島）

リバーサイドクリニック岡田

石原内科循環器科

糸田川クリニック

和田耳鼻咽喉科

梶本胃腸科内科

石 原 小 児 科

大 久 保 診 療 所

グリーン耳鼻咽喉科

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

後 藤 田 外 科

電話番号

42－5520

26－0310

42－6616

25－3566

24－8884

24－2536

24－7555

24－2566

24－2413

24－2388

24－1703

24－2488

24－2531

24－7377

24－2720

7月

12

13

14

15

○16
○17
18

19

20

21

22

○23
24

25

26

8月

○20
○27

25

26

31

28

医　院　名

岸 整 形 外 科

富 本 医 院

麻名内科外科クリニック

大 内 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

井 内 内 科

島 野 外 科 内 科

高橋皮膚科クリニック

杏 和 医 院

中西内科クリニック

鴨島耳鼻咽喉科

タ ナ カ 医 院

いぬい産科婦人科クリニック

電話番号

25－3133

42－3123

26－0020

24－3058

42－3113

24－3070

25－3060

24－5112

22－0333

42－6755

24－8070

22－1800

22－1230

7月 8月

11

12

○13
14

15

16

17

18

19

21

22

23

24

医　院　名

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

森 住 内 科 医 院

松 永 医 院

杉 山 医 院

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

谷 医 院

筒井クリニック

山下耳鼻咽喉科クリニック

鈴木内科（敷地）

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

鴨 島 病 院

電話番号

24－2957

24－7177

25－2016

22－3010

42－2110

25－2802

25－2006

24－6413

42－2353

24－3300

42－7533

24－5880

24－4880

24－3413

24－6565

7月

27

28

29

○30
31

8月

29

1

2

3

4

5

○6
7

8･30

9

10

【小児救急医療体制】日曜日の９時～18時、小児科専門
医が診てくれます。●麻植協同病院℡○24 2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ） ℡○36 5151

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615７ ８・ 月

問
い
合
わ
せ

今
月
の
納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税
　
第
１
期

固
定
資
産
税
　
　
　
第
２
期

介
護
保
険
料
　
　
　
第
１
期

納
期
限
　
　
　
　
７
月
31
日
（月）
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大
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油
イ
ン
キ
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使
用
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